
    
      
        
      
    

  



[image: ]







こぐまのクーク物もの語がたり




フルーツまつり








かさいまり・作／絵





[image: ]





[image: ]











〈読どく者しゃのみんなへ〉

お話はなしのなかの[image: ]が付ついているところに【クークと父とうさんの料りよう理りの作つくり方かた】があります。このマーク[image: ]を選えらぶと【クークと父とうさんの料りよう理りの作つくり方かた】を読よむことができます。




〈保護者のみなさんへ〉


本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。









































































　北きたのはずれに、『ろくごう』という森もりがある。

　おそい春はるがようやくやって来きた。

　こぐまのクークは、『フクロウの森もり』にある、

　ツリーハウスへ行いった。
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　ツリーハウスは、父とうさんからクークへの

　たんじょう日びプレゼント。

　木きの上うえに作つくった家いえで、『空そらの家いえ』という名な前まえだ。

　今日きょうも、こうさぎのサーハと、こぎつねの

　ゲンゲンといっしょに、ツリーハウスであそんでいる。

　ここは、クークたちのおしろだ。

「もう少すこししたら、えだの葉はっぱがいっぱいになって、

　むこうのほうが、見みえなくなっちゃうね」

　クークは、小ちいさなまどから、

　遠とおいけしきをながめて言いった。
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「そういえば、わたし、フクロウの森もりの

　むこうって、行いったことないわ」

　サーハが、つぶやいた。

「おれもだぞ。フクロウの森もりの

　むこうって、何なにがあるのかなあ」

　ゲンゲンは、きょうみ深ぶかそうに、まどの外そとを見みた。

「そうだねえ、何なにがあるのかなあ」

　と、クークは、のんびり言いった。

「そうだ！」

　いきなり、ゲンゲンの大おおきな声こえ。

「いいこと思おもいついたぞ」
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　ゲンゲンは、うでをくんで、ひらめいた顔かお。

「なんか、いいこと？」

　クークが聞きくと、

「おれたち、あした行いってみようぜ！」

「どこに？」

「きまってるだろ。

　何なにがあるかわからない森もりのむこうさ」

「どうして？」

　クークのしつもんに、ゲンゲンは、がくっ。

「もう、クークは、わかってないなあ。

　何なにがあるか、わからないところに行いく。

　何なにも、ないかもしれない。それでも、

　行いったことのないところに行いってみる。

　つまり、たんけんだ！」
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　ゲンゲンは、すっかりその気きになって、

　わくわくしてきた。

「たんけん、おもしろそう！」

　サーハも、わくわくしてきた。

「遠えん足そくと、ちがうの？」

　と、クーク。

「あったりまえさ。何なにがおこるかわかんないんだ！

　きんちょう感かんがちがうんだ！」

「わかった。でも、おべんとうは遠えん足そくとおんなじだね」
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　クークは、おべんとうが楽たのしみになった。

「あしたは、朝あさはやーく出しゅっ発ぱつだぞ」

「うん。ぼく、がんばる」




　つぎの日ひの朝あさ。

　クークは母かあさんに、おにぎりを作つくってもらった。

　うめぼしと、さけの入はいった大おおきなおにぎりを四よっつ。

　お茶ちゃの入はいったすいとう。

「そうだ、おやつわすれてた」
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　クッキーと、チョコレートと、

　せんべいをリュックに入いれた。

「たりないとこまるな」

　レーズンパンと、クリームパンも入いれた。

「これで、おなかがすいても、だいじょうぶ」

　クークは、リュックいっぱい食たべるものをつめて、

　すっかりあんしんした。

「クーク、おにぎりもって、どこまで遠えん足そく？」

　母かあさんが聞きいた。

「フクロウの森もりのほうに行いくの。たんけんじゃないよ。遠えん足そくなんだ。

　ぜったいに、たんけんじゃないよ。たんけんは、あぶないものね」

「そう、気きをつけてね」

　母かあさんは、くすっとわらった。

　クークは、リュックをしょって、はりきって出でかけた。

　春はるの森もりは、明あかるくて気きもちがいい。

　クマゲラの、コンコンコンコンと木きをたたく音おと。

　七しち年ねんもかかって、ようやくさいたエンレイソウのむらさきの花はな。

　フィフィフィとなく、ゴジュウカラ。

　あっちでもこっちでも、森もりが動うごきはじめていた。

　クークは、春はるが大だいすきだ。
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　気きもちよく歩あるいていて、はっとした。

「そういえば、今日きょうは、たんけんなんだ」

　ツリーハウスの前まえでまっていると、

　ゲンゲンとサーハがやって来きた。

「おぉ、クークのほうが早はやい！」

「なんだか、たんけんって思おもうと、

　きんちょうするんだ。

　遠えん足そくだって思おもうと、きんちょうしないのに」

「そういえば、クークの顔かおが、いつもよりかたいぞ」

「でも、わたしも、ちょっと、きんちょうする」

「そうだな。ちょっと、どきどきだな」
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　クーク、サーハ、ゲンゲンは、

　すっすっすっと歩あるきはじめた。

　キビタキがとんできて、声こえをかけた。

「あら、どこ行いくの？　いつもと歩あるき方かたちがうわね」
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「フクロウの森もりのむこうがわだよ」

「おれたち、たんけんに行いくんだ」

「なるほどね」

　キビタキは、首くびを、くっくっと、

　ゆらしてうなずいた。

「キビタキさんは、行いったことある？」

「そりゃ、羽はねがあるもの、ひとっとびよ。

　でも、わたしはこのフクロウの森もりが一いち番ばんすき。気きをつけてね」

　キビタキは、とんでいってしまった。

　フクロウの森もりは、広ひろくて、なかなかぬけられない。

「ねえ、おなかすかない？」

　クークは、さっきから、

　おなかが、ぐうぐうなっている。

「森もりをぬけるまで、もう少すこしがんばって」

　サーハに言いわれて、もう少すこしがんばることにした。
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　歩あるいて歩あるいて……きゅうにゲンゲンが走はしりだした。

　サーハもクークも、あわてて後あとをおった。

「うわあ」

　森もりをぬけたところに、

　みどりの野の原はらが広ひろがっていた。

「やっと、食たべられる」

　クークは、もうまてないと思おもった。

　さっそく、お昼ひるごはん。

　おべんとうを広ひろげた。
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「クークのリュックって、

　食たべるものしか入はいってないぞ」

　ゲンゲンは、あきれて、

　自じ分ぶんのもってきたものを話はなしはじめた。

「おれは、いろいろ考かんがえて、ロープをもってきた。

　それから、ほうがくがわかる、じしゃくだろ。

　かいちゅうでんとう。

　これで、たんけんってかんじだろ？」

「ロープ、いるの？」

「あのな、クーク。

　おれたちは、たんけんしてるんだぞ。

　何なにがあるか、わかんないのが、たんけんなんだ。

　クークがもし、ふか～いあなにおちたら、

　ロープがないと、引ひき上あげられないんだぞ」
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「えっ、そっかぁ」

「おれは、そこまで考かんがえてるんだ。おれって、えらいな」

「わたしも、ほうたいや、きずぐすりをもってきたわ。

　もし、クークが、ケガをしたら、

　手て当あてしなきゃならないでしょ」
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「あぁ、うん。

　そうなったら、あったほうがいいけど、

　でもなんで、ケガは、ぼくなんだろ。

　ぼくって、いかにも、あなにおちたり、

　ケガしたりしそうなの？」

「たとえばの話はなしよ」

「ああ、よかった。それならね、ゲンゲンが、

　もし、足あしのほねをおったら、

　ぼくが、せおっていってあげるね。

　その時ときは、ぼくのリュックは、

　サーハがもってくれる？」
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「いいわ、まかせといて」

「おっ、いやなこと言いうな。

　そんなことには、ならない！　ぜったい！」

「クークとゲンゲンは、

　あぶないことしちゃだめよ」

「うん」

「うん」

　クークは、ぺろっと、大おおきなおにぎりを、ぜんぶ食たべた。

　パンも食たべたかったけれど、もしものことを考かんがえて、

　のこしておくことにした。

　クークたちは食たべおわると、

　野の原はらのもっとむこうに見みえる森もりへむかって、出しゅっ発ぱつした。

　おなかもいっぱいになったし、

　歌うたを歌うたいながら、元げん気きに森もりへ入はいっていった。

　先せん頭とうはゲンゲン。

「まよわないように、まっすぐ歩あるいてるから、

　帰かえりは、だいじょうぶだぞ」

　しばらく行いくと、水みずのながれる音おとがした。

「あっちだわ」

　走はしっていってみると、しげみの中なかに、

　ちょろちょろとながれる水みず。

「わき水みずだ！」

　みんな、ごくごくのんだ。

「おいしい！」

　のどをうるおして、また、出しゅっ発ぱつ。

　森もりのおくのほうへ進すすんでいくと、

　どこまでも、アカマツの木きがつづく。
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　風かぜは、しのびよるように、

　クークたちの体からだに、からみつき、とおりすぎていく。

　クークは、ちがう空くう気きをかんじて、空そらを見み上あげた。

「なんか、くらくなってきたよ」

　木き々ぎのすき間まから見みえる空そらは、

　いつのまにか、どんよりと重おもいはい色いろ。

　まわりの木き々ぎも、ざっ草そうも、つめたい空くう気きにかこまれた。

　きゅうに、よそよそしくなったような森もりに、

　みんなは、少すこしだけこわさをかんじた。
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「なんか、出でてきそう」

　と、一いち番ばん後うしろを歩あるいていたクークが、ゆっくり言いった。

　その言こと葉ばは、あまりにもひくく、くらい声こえだったので、

　サーハも、ゲンゲンも、ぞっとした。

「ギャーッ」

　おそろしくなったゲンゲンがふりむきもせず、走はしりだした。

「キャーッ」

　サーハも、つられて走はしりだした。

　クークは、サーハやゲンゲンが、どうして走はしりだしたのか、

　わけもわからず、あわてて後あとをおった。

　走はしっている間あいだに雨あめがふりだし、雨あめが、どんどん強つよくなった。

　昼ひる間まなのに、光ひかりをうしなったような、ぶきみな世せ界かい。

　──木きが、おそいかかってくるよ。たおれた木きが、立たちあがって、

　コケだらけの顔かおをして、ぼくたちをおいかけてくるよ──。

　クークのそうぞうは、頭あたまの中なかで、ふりはらっても、

　きえずに、ふくらんでくる。

　クークは、たえきれなくなって、

　雨あめにもまけないくらいの大おお声ごえでさけんだ。
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「ギャーッ」

　その声こえに、おどろいたサーハとゲンゲンは、

　ますますおそろしくなって、走はしった。
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　雨あめは、たたきつけるように、体からだにあたってくるし、

　えだは、ばさばさとゆれうごく。

　ゲンゲンは、たおれた木きをとびこえようとして、

　つるっとすべって、ころんでしまった。

　ころんだ先さきにあったあなに、

　ゲンゲンは、すぽっと入はいりこみ、

　その上うえから、風かぜにとばされた太ふといえだが、

　かぶさるようにおちてきた。

「うわぁ！」

　ゲンゲンのひめい！

「ゲンゲン！」

　サーハに、こおりつくようなきんちょうが走はしった。

「ゲンゲン！」

　クークは、心しんぞうが止とまりそうなくらい、どきっとした。
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「ゲンゲン！」

　クークは、なみだがあふれてきた。

　むちゅうで、たおれたえだをもちあげようとしたけれど、

　雨あめにぬれたえだは、重おもくなって、動うごかない。

「ぼくには、むりだよ」

　むねが、はりさけそうな気きもちになった。

　サーハは、ゲンゲンをひっぱろうとしたけれど、

　えだがじゃまをして、たすけられない。

[image: ]

「ゲンゲン、だいじょうぶ？」

「おれ、まだ生いきてるよな」

「あたりまえでしょ。

　今いま、たすけるからね！

　クーク、もう一いっ回かいやってみて。

　クークなら、きっとできる！」

　サーハは、クークをしっかりと見みつめて言いった。

「クークは、くまの子こよ。

　りっぱなくまの子こよ」

　サーハのはげましに、クークはうなずいた。
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「ぼくは、くまの子こ。

　父とうさんみたいに大おおきくなるくまの子こ。

　だから、できる」

　クークは、力ちからがわいてきたような気きがした。

　えだをしっかりつかんで、力ちからを入いれた。

「うっ、うう！」

　えだは、ぐぐっと動うごいた。

　クークは、体からだじゅう、ふるえながら、えだをもちあげた。

　そのすきに、サーハはゲンゲンを引ひっぱった。

「もうだいじょうぶ！」

　サーハのうれしそうな声こえ。

「ふ──っ」

　クークは、気きがぬけたみたいに、しりもちをついた。
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　ようやくたすかったゲンゲンは、雨あめとなみだで、

　ぐちゃぐちゃになりながら、言いった。

「おれ、どこもケガしてないぞ」

「よかった！」

「ぼく、心しんぞう止とまりそうになったよ」

「クーク、サーハ、ありがとう」

　ゲンゲンは、ちょっとてれくさそうに、

　おれいを言いった。

　いつのまにか、西にしの空そらが少すこし明あかるくなってきた。

　そして、雨あめが、小こぶりになった。
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「もう少すこししたら、きっと、雨あめやむね」

「あーっ、まずいぞ」

「えーっ、こんどはなあに？」

　クークもサーハも、どきっ。

「おれたち、むちゃくちゃに走はしったから、

　帰かえり道みちが、わかんない」

「ぼくたち、まいごになったの？」

「ひょっとしたら、そうかも」

「ひょっとしなくても、そうだぞ」

「見みて！　遠とおくに家いえが見みえる！」

「あ、行いってみよう！」

　クーク、サーハ、ゲンゲンは、小こぶりになった、

　雨あめの中なかを、ころばないように歩あるいた。

　家いえに近ちかづくころには、雨あめはやんでいた。
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「古ふるい家いえだね」

「だれもすんでないみたい」

「おばけやしきかもしれないぞ」

　家いえのまわりは、ざっ草そうだらけ。

　雨あめにぬれたクモのすが、きらきらと光ひかっている。

「だれもいないみたいだね」

「げんかんのドアに何なにか、書かいてあるわ」

　木きのドアには、大おおきな文も字じが。






いらっしゃい。

ひとやすみしたかったら、

どうぞ、おはいりください。

どろぼうさん、ごめんなさい。

なんにもありません。
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「おもしろーい」

「入はいったとたんに外そとから、かぎがかかって、

　とじこめられるかもしれないよ」

　と、クーク。

「おれたちしか、いないぞ。

　とじこめられないってことだ」

「だれかが、かくれていて、

　入はいったとたんに、わっと、つかまえられるかも」
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　クークは、ゲンゲンのしっぽにつかまった。

「だれもいないみたいよ」

　サーハは、よごれたまどから、中なかをのぞいた。

「入はいったとたん、ゆかがわれて、すとーんっておちていくの。

　ゲンゲンのロープじゃ、みじかくて、たりないくらい、

　ふかくおちていくの。そうしたら、どうしよう」

　クークのそうぞうは、どんどん広ひろがる。




「入はいるわよ」

　さっさと、サーハとゲンゲンが入はいってしまった。

「うわっ、まって！」

　クークも、つづいて入はいっていった。

　家いえの中なかには、いすとテーブル、ベッド、ストーブやまきがあった。
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　クークは、家いえの中なかを見みまわすと、

　あんしんしたのか、

　おやつとパンをとりだした。

[image: ]

「サーハとゲンゲンも、どうぞ、どうぞ」

　と、おやつをすすめられて、

　ゲンゲンとサーハも、ひと休やすみ。

　レーズンパンを、三みっつに分わけて食たべた。

「ふーっ、なんか、食たべたら、おちついたぞ」

「うん。父とうさんがね、言いってたの。

　こまった時ときは、まず、何なにか食たべてから

　考かんがえようって。今いまが、その時ときなんだよね」

「おれ、母かあちゃんに、たんけんって言いったら、

　またなんか言いわれるから、遠えん足そくって言いってきた」

「ぼくも。しんぱいしたら、こまるから、

　遠えん足そくって言いってきた」

「あら、ノートがあるわ」
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　サーハが、ベッドの上うえに、

　一いっさつのノートを見みつけた。

「表ひょう紙しに、『読よんでください』って、

　書かいてある」

「何なにが書かいてあるの？」

「まて！　サーハ、ひらくな。

　ノートひらいたら、何なにかがとびだすんだ」

　ゲンゲンは、手てをゆらゆらさせて、

　こわい顔かおをして言いった。
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「何なにが、とびだすの？」

　おやつどころではない。

「そうだな、ノートにとじこめられたおばけとか」

「サーハ、ノートをひらいちゃだめだよ」

　クークは、あわてて言いった。

「やっぱりな、へんだと思おもったぞ。

　家いえの中なかには、だれもいないけど、

　ノートの中なかに、だれか、入はいってるんだ。

　けむりおばけとか……」
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　ゲンゲンは、自じ分ぶんで言いっているうちに、

　こわくなってきた。

「もう帰かえろうよ」

　と、クーク。

「そんなわけないでしょ」

　と、サーハは、さっと、ノートをひらいた。

「うわぁ！」

　ゲンゲンとクークの声こえ。

「まあ。ねぇねぇ、聞きいてて」

　サーハが、読よみはじめた。





ふぶきの中なか、この家いえのおかげでたすかりました。

ありがとうございました。






「まだ、あるわ」





行いき先さきもきまらず歩あるいていたら、

ふぶきにあい、

この家いえを見みつけました。

ありがとう。かんしゃします。
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「まだ、いっぱい書かいてあるわ。

　みーんな、ありがとうっていう手て紙がみばっかりね」

「へぇ、すごいね。

　みんな、よろこんでるよ」

　クークもゲンゲンも、さっきまでの、

　こわさをすっかりわすれて、

　うれしい気きもちになっていた。

「この家いえって、『ありがとうの家いえ』なんだね」
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「森もりのみんなは、この家いえのこと知しらないぞ」

「わたしも、聞きいたことない」

「ぼくも。父とうさんも母かあさんも知しらないと思おもうよ」

「森もりのみんなは、もしも、この家いえを見みつけても、

　あき家やだから、気きにしないで、通とおりすぎちゃうのかも」

「よかったね」

　と、ほっとしたとたん、

　ゆかが、ギギーッと、めくれあがった。

「ギャーッ」

　クークは、いすからおちるし、

「おばけは、ゆかだあ！」

　ゲンゲンは、サーハにしがみついた。

　めくれあがったゆか板いたの間あいだから、

　何なにかが、にょっと出でた。
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「おどろかせたか、すまん、すまん。

　いや、声こえがしたもんだから、つい、うれしくなってな」

　あらわれたのは、もぐらのおじいさんだった。
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　みんな、ふうーっ。

「もぐらのおじいさんは、ここにすんでいるの？」

「この近ちかくじゃ。ここには、時とき々どき来くるんじゃがじゃが」

「もう、びっくりしすぎたよ」

　クークは、ぺったりと、ゆかにすわりこんでしまった。

「おまえたち、どこから来きたんじゃがじゃが？」

「わたしたち、ろくごうの森もりから来きました」

「ほう。こどもの足あしでは、遠とおかったじゃろう。

　何なにか、用ようでもあったのか？」

「たんけんさ」

　ゲンゲンは、むねをはって言いった。

「おっほっほーっ。たんけん？

　いいなあ。わしも、むかしは、

　よくたんけんしたもんじゃがじゃが」
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　おじいさんは、なつかしむように、にんまりとした。

「わたしたち、まいごになってしまって、

　帰かえり道みちが、わからないんです」

　サーハが言いうと、おじいさんはわらいながら、

「おっほっほーっ。だいじょうぶ、だいじょうぶ。

　わしが、教おしえてあげるじゃがじゃが」

「ありがとうございます。

　この家いえに、来こられてよかった。

　おじいさんに会あえてよかった」

「そうか、そうか。

　まあ、よく、この家いえを見みつけたなあ」

「だれも、この家いえのこと知しらないね。

　ぼく、びっくりしたもの。

　さいしょは、おばけの家いえかと思おもった。

　でも、この家いえは、『ありがとうの家いえ』なんだね」

　クークは、うれしそうに言いった。
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「おっほっほーっ。

『ありがとうの家いえ』か。いい名な前まえがついたな。

　まわりのものは、こわがって、

　だれも近ちかよらんじゃがじゃが」

「どうして？」

「たまに、通とおりかかったものが、あき家やに

　明あかりがついてたとか、

　かげが動うごいたとか言いってな。

　それから、おばけがいると、

　すっかりうわさになってなあ」
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「おばけ、いるの？」

「いない、いない。

　おまえたちが、言いってくれたように、

　この家いえは、『ありがとうの家いえ』じゃがじゃが」

「よかったあ」

「そうじゃ。おまえたち、もう帰かえらんと、

　夜よるまでに、家いえにつけんじゃろ。

　くらくなると、森もりでまようじゃがじゃが」

「ほんとだわ、もう帰かえらなきゃ」

　おじいさんは、フクロウの森もりまでの

　地ち図ずをかいてくれた。

　そして、地ち図ずを見みながら、帰かえり方かたを教おしえてくれた。
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「気きをつけて、おかえり！」

「あっ、ちょっとまって」

　クークは、リュックの中なかから、

　クリームパンをとりだして、

　おじいさんにわたした。

「父とうさんが作つくったの。

　すごくおいしいよ」

「おぉ、うまそうじゃがじゃが。

　ありがとうよ。

　気きをつけておかえり」
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　帰かえり道みち。

　クークたちは、地ち図ずを見みながら、歩あるいた。

　知しらない家いえを見みつけたことで、みんな、こうふんしていた。

「おれたち、たんけんしたな」

「うん、すごいたんけんしたよ」

「家いえを見みつけたわ」

「それも、ただのあき家やじゃなくて、『ありがとうの家いえ』だよ」

　みんなで、今日きょうあったことを話はなしながら歩あるいていたら、

　フクロウの森もりに入はいって、『とり沼ぬま』まで、帰かえるのも、

　行いく時ときよりも、みじかくかんじられた。

　空そらは、あかね色いろにそまっていた。
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「あの家いえって、これからも、だれにも知しられなくて、

　いい家いえだと思おもうわ」

「うん。ぼくも、そう思おもう。

　こまった時ときに、見みつける家いえなんだよ、きっと」

「おれも、そう思おもう」
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　クークとサーハとゲンゲンは、ぶじに、

　たんけんをおえて、元げん気きに家いえへ帰かえっていった。




　その夜よ。

　クークは、まどから月つきをながめた。

「ねえ、お月つきさま。

　ぼくたち、今日きょう、遠えん足そくに行いったの。

　でもね、ほんとは、たんけんなんだ。

　いろんなこと、あったよ」

　クークは、思おもいだしながら言いった。

「あぶないこともあったけど、

　みんなでがんばったんだ。

　それからね、『ありがとうの家いえ』を見みつけたんだ。

　あのさ、みんなにとっては、ひつようなくても、

　だれかにとっては、ひつようなものってあるでしょ。

『ありがとうの家いえ』は、だれかのためになってたの。
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　ものすごくなってたの。

　どんなものでも、

　だれかのためになるって、

　かんたんなことじゃないんだよ。

　そう思おもうんだ」

　月つきは、雲くもにかくれた。

　クークは、雲くもがながれていくのを、

　のんびりとながめていた。
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　いきいきとしたみどりの林はやしの中なか──。

　木きのこずえで、きれいな青あお色いろのオオルリや、

　カッコウが、さえずっている。

　道みちばたでは、カラマツの葉はのような

　白しろいカラマツソウや、雪ゆきのけっしょうみたいな

　白しろいユキザサの花はなが、草くさ花ばなの中なかで、

　ひときわめだって、さきみだれている。

　クークと、サーハ、ゲンゲンが、

　たったったっと走はしってきた。
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　メロン作づくりをしている、きつねのおじさんの

　ビニールハウスへ行いくところだ。

　今日きょうは、はじめてのお手てつだい。

　やる気きまんまんの、クークたち。

　林はやしをぬけると、ビニールハウスが見みえてきた。

　きつねのおじさんと、おばさんが、

　入いり口ぐちのところで、りょう手てをふっている。
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「よく来きてくれた。よろしくたのむよ」

「たすかるわ。ありがとうね」

　クークたちは、さっそく、ビニールハウスの

　中なかに入はいって、その広ひろさにびっくり。

「ひゃ！　ずっとおくまで、つづいてるよ」

「メロンの葉はっぱ、でっかい！」

　よーく見みると、葉はっぱの間あいだに小ちいさなメロン。
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「わぁ、ちっちゃいよ！」

　クークたちは、葉はっぱをかきわけて、

　小ちいさなメロンを見みつけた。

「メロンのこどもみたい」

「すっげぇ。これが、あのもようが入はいった、

　大おおきなメロンになるのかあ」

　みんな、小ちいさなメロンにびっくり。

「じゃあ、手てつだってもらおうか」

　おじさんや、おばさんは、葉はっぱの間あいだから見みえている、

　メロンを少すこしずつのこして、

　ほかのメロンのつるを、はさみで切きっていった。

「どうして、切きっちゃうんですか？」

　サーハが聞きくと、

「ひとつのかぶに、メロンがいっぱいできると、

　えいようが、ぜんぶに行いかなくなるから、

　今いまのうちに、メロンをへらすんだよ」

　と、おじさんは教おしえてくれた。

「なんだか、かわいそうだね」

　と、クークは、切きられてしまった

　小ちいさなメロンをながめた。
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「おいしいメロンを作つくるためには、しかたがないんだ」

「そうなんだあ」

「切きられたメロンで、つけものを作つくるのよ」

　と、きつねのおばさんが言いったので、みんな、ちょっとあんしん。

　クークたちは、切きられたメロンをうけとって、

　てきぱきと、かごに入いれていった。

　みんなで、がんばって、

　お手てつだいは、夕ゆう方がたになる前まえにはおわった。

「ありがとう。とってもたすかったよ」

　おじさんも、おばさんも、よろこんでくれたので、

　クークたちも、うれしくなった。

　ゲンゲンが、しっぽを、ぴんと立たてて言いった。

「そうだ！　おれたち、気きに入いったメロンに、

　なんか、しるしつけようぜ」

「わ、いいね」
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　クークも、よろこぶと、サーハがあわてて、

「おじさん、いいですか？」

「いいよ、いいよ。すきなのをえらんで、

　つるにリボンをむすぶといいさ」

　おばさんが、赤あかと青あおと黄き色いろのリボンを

　もってきてくれた。

　それぞれ、マジックで自じ分ぶんの名な前まえを書かいた。

「よおし、どれにしよっかな」

　ゲンゲンは、さがしはじめて、

「うんめいの出で会あいみたいだな」

　と言いいながら、大おおきいのをえらんだ。

「もっと、もっと、でっかくなれよ！」

　サーハは、とても小ちいさいのをえらんだ。

「がんばって、おいしくなってね」

　クークは、さがそうと思おもって、下したをむいた時とき、

　足あし元もとに、くっつくようにしていたメロンが、

　とてもかわいいと思おもった。

「ぼくは、この子こにするんだ」
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　そっと、つるに黄き色いろのリボンをむすんだ。

　クークたちは、たくさんの小ちいさなメロンに、

　さよならを言いって、帰かえっていった。




　それから、しばらくして、また、お手てつだいに行いった。

「おれたちのリボンのメロン、でっかくなったかな」

　ゲンゲンは、まっ先さきに走はしっていって、

　青あおいリボンのメロンをさがした。

「うわぁ、でっかくなってるぞ」

　サーハも、少すこしさがして、すぐ見みつけた。

「大おおきくなってるわ」
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　クークは、なかなか見みつけられない。

「ぼくのリボンのメロン、どこだっけ？」

　きょろきょろさがしていると、

　おじさんが、何なにかをかかえて、もってきた。

「これは、メロン用ようのおさらだよ」
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「え？」

　みんな、きょとんとした顔かお。

「メロンを、きれいに、おいしくするため。

　このおさらに、そっとのせるんだよ」

「はーい」

　みんな、ていねいに、メロンの下したにおさらをおいて、

　メロンをそっと、のせていく。

「おい、クークのリボンのメロン、まだ見みつからないのか？」

「うん」

　しばらくすると、

「あー！　見みつけた！」

　と、クークの大おおきな声こえ。

「すっごく大おおきくなってる！」

　クークは、うれしくなって、おさらの上うえに

　やさしく、リボンのメロンをのせた。
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　ようやく、ぜんぶおわると、おじさんは、

「ありがとう。

　もう少すこしで、しゅうかくだなあ」

　と言いった。




　そして、いよいよ、しゅうかくの日ひがやって来きた。

　クークとサーハ、ゲンゲン、

　クークの父とうさんも手てつだいに来きた。
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　きつねのおじさんとおばさんが、にこにこして、

「さあ、みんなのおかげで、

　いいメロンが、できたよ。見みてごらん」

　ビニールハウスの中なかには、

　りっぱな、まんまるメロンがならんでいる。

「わぁ──っ」

　と、みんなの大おおきな声こえ。

「りっぱなメロンにそだったなあ、うっうっ」

　と、ゲンゲンは、青あおいリボンのメロンを見みつけて、

　よろこんでいる。

　クークは、大おおきくそだった黄き色いろいリボンのメロンを、

　見みつけて、やさしくもちあげた。

「ずっしり、重おもいよ！」

　サーハも、赤あかいリボンのメロンを見みつけると、

　りょう手てでかかえて、うれしそう。
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「あんなにちっちゃかったのに、大おおきくなったね」

　それから、みんなで、ほかのメロンも見みてまわった。

「一いち番ばん、うれしい時ときだよ」

　と、きつねのおじさんは、上じょうきげん。

　鼻はな歌うたを歌うたいながら、はさみで、

　メロンのつるを切きっていく。

　クークたちは、メロンをいくつもの箱はこに入いれた。
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　お手てつだいがおわると、クークとサーハ、ゲンゲンは、

　それぞれのリボンのメロンを、もらった。

　クークの父とうさんは、たくさんのメロンを見みて、

「何なにかしたいなあ」

　と、つぶやいた。

　クークの家いえは、『森もりのキッチン』というレストラン。

　父とうさんの作つくる料りょう理りはおいしくて、森もりじゅうのみんながやって来くる。

　父とうさんは、いつも楽たのしいことを考かんがえて、

　レストランで、いろんなことをする。

　えんそう会かい、おわらい会かい、お料りょう理り会かいなど、

　思おもいついたら、すぐにはじめる。

　森もりじゅうのみんなは、それがとても楽たのしみ。

　こんどは、どんな楽たのしいことがあるのかと、

　クークは、父とうさんの顔かおを見みた。

[image: ]

「そうだ、レストランの庭にわで、『フルーツまつり』をしよう！」

「えーっ、フルーツまつり？」

「そうだよ、いろんなフルーツを楽たのしく食たべるんだ」

「楽たのしみー！」

「クークたちには、フルーツデザートの

　おみせやさんをやってもらおうかな」

「やる！　やる！」

「おみせやさん、やってみたかったあ」
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　みんな、とびあがってよろこんだ。




　クークの父とうさんの一ひと言ことで、フルーツまつりの

　じゅんびがはじまった。

　フルーツまつりの日ひにちがきまると、

　森もりじゅうのみんなから、くだものがとどいたり、

　ゲンゲンの父とうさんからは、おみせやさんにつかえる、

　おしゃれなワゴンが三さん台だいとどいたりした。
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　木きで作つくられていて、

　やねまでついている。

　ゲンゲンの父とうさんは、大だい工くさん。

　すてきなワゴンを作つくってくれて、

　クークたちは、ますます、

　おみせやさんが楽たのしみになった。

　フルーツまつりの前まえの日ひの夜よる。

　父とうさんは、メロンシャーベットを作つくった。>>>[image: ]（クリックしてみてね）

「父とうさん、間まに合あうの？」

「ああ、かんたんすぎるほど、かんたんだからね。

　それでいて、すっごくおいしい！」

　父とうさんは、メロンの皮かわとたねをとって、小ちいさく切きった。
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「これを、れいとうこに入いれて、

　後あとは、こおるのをまつだけだよ」

「ほんとに、かんたんだ！」




　ついに、フルーツまつりの朝あさをむかえて、

　クークは、いつもより早はやく目めがさめた。

「今日きょうは、どんな日ひかって、聞きかれたら……」

　クークは、ふとんの中なかで、くるっとまるまって、

　ぎゅっとのびて、ふとんをはねのけた。

「庭にわで、フルーツまつり！」

　朝あさごはんがおわると、フルーツまつりにつかう、

　いちごを、父とうさんと、とりに行いった。

　レストランのよこに作つくってある、

　いちごのビニールハウスだ。

　クークも、父とうさんも、りょう手てに、かごをもって、

　ビニールハウスに入はいると、葉はっぱの下したは、

　まるで、みどりの中なかに赤あかい宝ほう石せき。
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　つやつやにかがやいて、まっ赤かにみのったいちご。

　クークは、がまんできずに、

「父とうさん、ちょっとだけ食たべてもいい？」

「いいよ」

「やったあ！」

　クークは、大おおきないちごをとって、

　へたをもって、先さきっぽから、ぱくっと食たべていった。

「うーん、あまい！」

「クーク、もっとおいしい食たべ方かたがあるよ。

　まず、いちごのへたをとるんだ」

「え？　先さきにとっちゃうんだあ」

「そして、へたのついていたほうから、食たべる。

　先さきっぽは、さいごに食たべる」
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「どうして？」

「先さきっぽに行いくにつれて、あまくなってるからだよ」

　さあ、それからは、かごに入いれては、ちょこっと食たべ、

　かごに入いれては、ちょこっと食たべ──。

「ぼく、『おいしい』がつづいてるよ」

　かごいっぱいのいちごをもって、

　クークと父とうさんは、レストランにもどった。
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　フルーツまつりのよういが、はじまる。

　庭にわのテーブルには、白しろいテーブルクロスがかけられた。

　ゲンゲンの父とうさんが作つくったワゴンは、おしゃれな形かたち。

　クークは、そのワゴンをきれいにふいたり、いすをならべたり。

　色いろとりどりの風ふう船せんもかざった。

　まん中なかの大おおきなテーブルには、くだものをおいて、

　その間あいだには、木きでできた小ちいさな家いえをたくさんおいた。

「フルーツの国くにみたいだね」

　クークは、あっちからも、こっちからも、のぞきこんで見みた。

　しばらくすると、サーハとゲンゲンがやって来きた。

　今日きょうのフルーツまつりでは、クーク、サーハ、ゲンゲンが、

　ワゴンの中なかで、デザートを作つくる係かかりだ。

　ゲンゲンは、〝メロンシャーベット〟のワゴン。

　サーハは、〝メロンパフェ〟のワゴンだ。

　クークは、〝いちごミルク〟のワゴン。
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「おれ、おみせやさんになってみたかったんだ。楽たのしみだあ」

「わたしも。わたしのワゴンに、

　みんな来きてくれるかな」

「ぼく、いちごを山やまもり入いれてあげようっと」

　テーブルの上うえにおかれた、

　たくさんのメロンを見みて、

「なんだか、メロンの山やまを見みると、

　ビニールハウス思おもいだすな」

　と、ゲンゲンが言いいだした。
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「うん。わたしも。行いくたびに

　メロンが大おおきくなるのが、うれしかったなあ」

　クークは、りょう手てを、大おおきくひらいて、
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「こんなのが、こーんなになるんだもの。

　きっと、どんな食たべものも、しゅうかくの時ときは、

　みーんな、うれしくなるんだよ」

　よういがおわるころ、森もりのなかまたちが、

　ぞくぞくとやって来きて、

　庭にわのフルーツまつりは、大おおにぎわい。

　ゲンゲンのワゴンでは、

「夏なつにぴったりの、メロンシャーベットだよーっ」

　ゲンゲンの大おお声ごえに、こだぬきのラックが、すぐやって来きた。

「ちょうだい」

「おお、ラックか。サービスしてやるからな」

　ゲンゲンは、メロンシャーベットを、

　うつわに山やまもり入いれた。

　ラックが食たべるのを、じーっと見みて、

「どうだ？　うまいか？」
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「うん。つめたくて、あまくて、すごくおいしいよ」

「よーし！」

　ゲンゲンは、自じ分ぶんがほめられたみたいに、

　うれしくなった。

　ラックの後うしろにも、つぎつぎと、

　みんながならびはじめた。

　クークのワゴンでは、いちごが大だいすきな

　うさぎのかぞくが、ずらっとならんだ。

　クークは、ガラスのうつわに、いちごを入いれると、

　聞きいた。
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「れんにゅうと、生なまクリームと、

　ヨーグルトがあるけど、どれをかける？」

「れんにゅうと、ヨーグルト！」

　一いち番ばん先さきにならんだ、うさぎの男おとこの子こが、

　クークが作つくっているのを、

　きらきらの目めをして、じっと見みつめている。

「はい、どうぞ！」

　できあがった、いちごミルクをうけとる男おとこの子この

　さいこうにうれしそうな顔かおを見みて、

　クークまで、うれしくなった。

　サーハのワゴンは、ごうかなメロンパフェを作つくるところ。>>>[image: ]（クリックしてみてね）

　半はん分ぶんに切きって、たねをとったメロンのくぼみに、

　サーハは、アイスクリームを入いれて、

　くるくるっと、生なまクリームをかける。
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　きつねのこどもたちは、さっそく、サーハのワゴンに

　ならんで、メロンパフェをもらうと、

　よこにあるテーブルで、かざりつけをした。

　テーブルには、キウイ、ブルーベリー、バナナ、いちごが

　たくさんあって、メロンパフェの上うえにのせることができる。

「わあ、ぼく、何なにのせよう」

「きれいにのせようっと」

　こどもたちは、キウイばかりのせたり、

　ぜんぶのくだものを、こんもりとのせたり、

　自じ分ぶんだけの、とくせいメロンパフェを作つくった。

「サーハ姉ねえちゃん、見みて見みて」
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　と、きつねの小ちいさな女おんなの子こが

　できあがった、メロンパフェを見みせに来きてくれた。

　サーハも、楽たのしくて、むちゅうになって作つくったり、

　みんなのうれしい顔かおを見みたり。
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　ねずみの三さん兄きょう弟だいは、テーブルの上うえで、

　ひとつのメロンパフェに、

　小ちいさく切きった、くだものをちりばめていた。
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「兄にいちゃん、楽たのしいね」

　一いち番ばん下したのミーミが、うきうきして言いった。

「なんだか、食たべるのもったいないな」

　一いち番ばん上うえのネーネが言いうと、

「夕ゆうやけみたいにきれいだよ」

　二に番ばん目めのズーズも、いちごをのせながら言いった。

　三みっつのワゴンを行いったり来きたりのこどもたち。

　大人おとなも、のんびりと食たべたり、おしゃべりをしたり。

　おいしいくだものと、森もりのなかまたちのわらい声ごえ。

　時じ間かんもわすれて、すごすひととき。いつのまにか、

　夕ゆうやけが、フルーツまつりをつつんでいた。

「もう、おわっちゃうの」

「楽たのしかったね」

　と、みんなは言いいながら、

　なごりおしそうに、帰かえっていった。

　みんなを見みおくったクークたち。

「わたし、すごくおもしろかった。大おおきくなったら、

　花はなやさんとか、ケーキやさんになるのもいいな」
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　サーハが言いうと、クークもゲンゲンもうなずいた。

「おれも、おみせやさんするかな」

「ゲンゲン、なんのおみせやさん？」

「ぜんぶ。なんでも売うってるおみせやさん。

　そうだ、おれ、デパート作つくる」

「ゲンゲンデパート？　すごい」

「そうだぞ。十じゅっかいだてのゲンゲンデパート。

　おい、クーク。おれがデパート作つくったら、

　その中なかに、クークのレストラン作つくってもいいぞ」
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「そ、そん時ときは、よろしくおねがいします」

　クークは、ぺこっと頭あたまを下さげた。

「なんでもあるデパートならさ、

　毎まい日にち、そこに行いけば、なんでもそろっちゃうね」

「どうせ、毎まい日にち来くるなら、デパートの中なかに、

　クークの部へ屋やも作つくってやるから、そこにすめばいいぞ」

「うわぁ、ぼくの部へ屋やかあ。

　それなら、食たべもの売うり場ばのそばがいい」
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「よし、考かんがえとく」

「いっそのこと、おれもデパートにすむかな。

　サーハはどうする？

　いっしょに、デパートの中なかに、サーハの部へ屋や作つくるか」

「ふふっ、わたしいらない。

　わたしは、森もりの中なかで、かわいい家いえにすみたい」

「ゲンゲン、ごめん。ぼく、やっぱりデパートにすむのやめた。

　ぼくも、森もりの中なかにすみたいんだ。わすれてたよ。

　でもね、ゲンゲンデパートに、かならず買かいものに行いくよ。

　はちみつだって、森もりでいっぱいあつめるけど、

　ぼくは、たくさん食たべるから、買かいに行いくよ」

「なんだよ、なんだよ、つまんねえの。

　デパートに、おれの部へ屋やだけなら、夜よるは、ちょっとこわいな。

　やっぱり、おれも部へ屋やはやめる」

「そうだね。そのほうがいいね」

「ああ、おれは十じゅう年ねん後ご、デパートを作つくるじゅんびをしてるかな」

　ゲンゲンは、手てをあわせて空そらを見み上あげた。
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「十じゅう年ねん後ごは、わたしは町まちに出でて、べんきょうしてるわ」
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「そっかあ。サーハは、父とうさんみたいに、

　おいしゃさんになるって言いってたもんな」

「うん。クークは？」

「うーん。このままのような気きもする」

「なんだよ、それ。ずっと、こどものままか？」

「そんなことないよ。

　もう少すこし大人おとなに、なってるけどさ」

「十じゅう年ねんたっても、まだ、ほんとの大人おとなじゃないわ。

　二に十じゅう年ねん後ごは、ぜったい大人おとなね」

「そうかあ」

　と言いいながら、ゲンゲンは、ゆびおり数かぞえた。

「たしかに。おれは、デパート作つくって、

　多た分ぶん、ばんばん、はたらいてるぞ」
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　ゲンゲンは、それから、クークを見みた。

「クークは、ばんばんじゃなくて、

　の～んびりはたらいてるような気きがする」
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　クークの目めが、かがやいた。

「それなら、うれしいなあ」

「ほんとか？　まったく、

　もっと、びしびしっと生いきろよ！」

「うん。びしびしって生いきるほうほうを、ゆっくり考かんがえるね」

「うーん？」

　と、ゲンゲン。

[image: ]

「クークって、このまま大人おとなになる気きがするわ」

「それは、いいことか？」

　と、ゲンゲンがしんぱいそうな顔かおをした。

「わたしは、いいと思おもう。

　わたしやゲンゲンが、元げん気きなくなった時とき、

　クークに会あいに行いきそうな気きがする。

　クークの顔かおを見みたら、あんしんして元げん気きになるの」

「まっさかあ。

　おれは、そんなことしないぞ」

「その時とき、ぼくがどうなってるか、

　わかんないのに」

「それもそうだな」

　父とうさんが、クークたちに、

〝ごくろうさまのメロンといちごの

　ケーキ〟を作つくってくれた。
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　その夜よ。

　クークは、部へ屋やのまどから月つきを見みた。

「ねえ、お月つきさま。

　大人おとなになるって、うれしいのかな。

　どうしても、ぼくは、

　大人おとなになっちゃうの。

　うーん。こどものつぎは、大人おとなでしょ。

　大人おとなのつぎは、ないんだよねぇ。

　でもさ、大人おとなになっても、こうやって、

　お月つきさまと、話はなしていられる大人おとなになれるかな」
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　いたずらっこの夜よ風かぜが、びゅっと来きて、

　クークの鼻はな先さきを、かすめていった。

　夏なつは、まだはじまったばかり──。
















　風かぜが、強つよくふいて、

　クークの部へ屋やのまどから、かれ葉はが一いちまいとびこんできた。
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「あらら、葉はっぱがあそびに来きたよ」

　オレンジ色いろと黄き色いろで、きれいな形かたち。

「せっかく来きたから、みんなをしょうかいするね」

　かべには、四よっつの小ちいさなたながある。

　たなの中なかには、木きの実みやドングリ、

　おち葉ばや、松まつぼっくりが、

　たくさんかざってある。

　クークは、とびこんできた、かれ葉はに話はなしかけた。

「このたなは、三さん年ねん前まえの葉はっぱたち。

　こっちのたなは、二に年ねん前まえの葉はっぱたち。

　こっちのたなは、去きょ年ねんの葉はっぱたち。

　そして、今こ年としのたなは、そのとなりだよ」

　クークは、今こ年としのたなに、

　とんできた、かれ葉はをかざった。
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「まだまだ、ふえるよ」

　父とうさんが、作つくってくれた秋あきのたな。

　たなは、毎まい年としふえていく。

　おなかが、くーっとなった。

「クーク、朝あさごはんよ」

　母かあさんの声こえで、いきおいよく部へ屋やをとびだした。

[image: ]　今日きょうは、大だいすきな〝バターごはん〟。

　クークは、ほかほかごはんに、バターを入いれ、

　しょうゆをかけ、まぜあわせた。

　ぱりぱりの、のりに、バターごはんをのせて、

　くるくるっとまいて、がぶりと食たべる。
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　ちょっとあまい、あつやきたまごは、きれいな黄き色いろ。

「ぼくって、本ほん当とうにバターごはんと、

　たまごやきの組くみ合あわせ、すきだなあ」

　クークは、しあわせな顔かおをして、力ちから強づよく言いった。

「父とうさんのすきな組くみ合あわせは、

　きのこのシチューと、アボカドのサラダ！」

「父とうさん、ひょっとして夕ゆうごはんは、シチュー？」

「あたり！　〝とくせいきのこのホワイトシチュー〟だ」

「やったあ。父とうさんのきのこシチュー大だいすきだよ」

　しっかり朝あさごはんを食たべると、

　クークは、あそびに出でかけた。

　風かぜもなく、おだやかな森もりの広ひろ場ばは、

　おち葉ばもふえて、ごろんとできる、

　さいこうのあそび場ば。

　クークとサーハがあそんでいると、

　ゲンゲンが、何なにかをもって走はしってきた。
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「おーい、見みてくれーっ」

「あっ、紙かみひこうきだ。作つくったの？」

「そうだぞ。おれが作つくった。

　すっごくとぶんだ。いくぞ！」

　すーっと、紙かみひこうきは一いっ直ちょく線せんにとんで、

　すとんとおちた。
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「けっこう、とぶね」

「だろ？　それでな、ひらめいたんだ。

　明日あした、『紙かみひこうき大たい会かい』しようぜ」

「おもしろそう。ぼくも作つくってくる」

「わたしも」

「まっ、おれが、ゆうしょうだけどな」

　そこへ、ラックがスキップしながらやって来きた。
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「ラック、明日あした、紙かみひこうき大たい会かいするんだ。

　いっしょにやろうよ」

「うん、いっしょにする！」

　ラックは、目めをくるくるさせて言いった。

　家いえに帰かえったクークは、紙かみひこうきのけんきゅうをした。

「どうやったら、遠とおくまでとぶ紙かみひこうき、作つくれるんだろう」

　いろんなおり方かたをして、とばしてみたけれど、

　すぐぺこんと、おちてしまう。

「すごいね。おり方かたで、ずいぶんちがう」

　クークは、おりながら、紙かみひこうきが、

　ゆったり空そらをとんでいるのをそうぞうした。
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　──ふうわり、どこまでもとんでいくんだよ。

　そうだ、お月つきさまのまわりや、

　たくさんの星ほしの間あいだも、ずっととんでいくんだ。

　そうぞうしただけでも、どきどきするな。

　そうかあ。うちゅう船せんから、

　紙かみひこうきをとばしたらいいな。

　そうしてさ、何なん年ねんも、うちゅうをたびして、

　いつか、ぼくたちの星ほしに帰かえってくるの。

　それをさ、だれかがひろうの。

　うちゅうから来きた紙かみひこうきを、

　だれかがひろう……うわあ、びっくりするよ。

　そこには、ぼくの名な前まえが書かいてあるんだ──。

　クークのそうぞうが広ひろがっていく。

　こんなすごいことを、だれかに話はなしたくなった。

「ねえ、父とうさん」
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　クークは、シチューを作つくっている父とうさんに、

　自じ分ぶんのそうぞうしたことを話はなした。

「クーク、すてきな考かんがえだね。

　それは、いつかできるかもしれないよ。

　この間あいだ、読よんだ本ほんに書かいてあったけれど、

　たしか、うちゅうから、ちきゅうにむけて、

　紙かみひこうきをとばすってことを考かんがえて、

　じっけんしているらしい。

　それが、せいこうしそうだってね」

「えっ、それなら、ぼく、うちゅう船せんにのって、

　紙かみひこうきとばす係かかりをやりたい」
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「まあ、それじゃクークは、

　うちゅうひこうしにならなきゃね」

　母かあさんも、サラダを作つくりながら言いった。

「さあ、夕ゆうごはんだよ」

　テーブルには、きのこのホワイトシチューと、

　パン、サーモンとアボカドのサラダ。

　パンにつける、オリーブオイル、はちみつ、バターもならんでいる。

　クークは、ひとくち食たべると、

「父とうさんのシチューは、

　どうしてこんなにおいしいんだろう」

「そりゃあ、〝とくせい〟だからね」

「何なにが、とくせいなの？」
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「とくべつに、クークだけには教おしえてあげよう」

「うん、うん」

　父とうさんは、小ちいさな声こえで

「生なまクリームを入いれてる」

「ふーん。生なまクリーム、がんばってるんだね」

　クークは、あらためて、シチューを食たべてみた。

「そう言いわれれば、生なまクリームがんばってる」

　クークは、おなかいっぱい食たべた。

　食しょく後ごのデザートは、〝ココアのトーストケーキ〟。>>>[image: ]（クリックしてみてね）

　ココアクリームをたっぷりぬったトーストに、

　いちごと、ホイップクリームをはさんだ、

　ケーキみたいに、おいしいデザートだ。

　母かあさんが、ミルクティーを作つくってくれた。
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　クークは、あまくておいしいココアのトーストケーキを

　ほおばりながら、紙かみひこうきがとぶのを

　そうぞうしていた。

　夕ゆうごはんがおわると、なんこも紙かみひこうきを、

　作つくっては、とばしてみた。

　その中なかで一いち番ばんとぶのをもっていくことにした。

「まあ、これ、とぶわ！」

　と、母かあさんの声こえ。
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　いつのまにか、母かあさんも、

　クークがおった紙かみひこうきを、

　ろうかで、とばしている。

「やってみると、むちゅうになるわね」

　それを見みていた父とうさんが言いいだした。

「クーク、父とうさんがすごくとぶ紙かみひこうきを

　教おしえてあげるよ」

　父とうさんが、しんけんに紙かみひこうきをおりはじめた。

「このおり方かたは、すごいんだよ。ものすごくとぶ」

「ものすごく？」

「そう。とばし方かたのコツは、ななめ上うえの方ほうにむけて、

　まっすぐにとばすことだよ」
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「わかった」

　部へ屋やの中なかで、とばしてみたけれど、

　このまま、とびつづけるようないきおいで、

　かべにぶつかった。

「父とうさんの紙かみひこうき、すごいや。あしたが楽たのしみ！」




　つぎの日ひ。

　みんなそれぞれ、紙かみひこうきをもって、

　森もりの広ひろ場ばにあつまった。

「紙かみひこうき大たい会かいはじめるぞぉ！」

　じゃんけんで、じゅんばんをきめた。

「ここから、とばすんだぞ。

　おちたところに、そのままおいておくこと！

　一いち番ばん遠とおくにとんだのが、ゆうしょうだぞ」
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　ゲンゲンが、せつめいした。

「わかった！」

　みんな、紙かみひこうきをもって、ならんだ。

　一いち番ばんは、サーハ。

　サーハの紙かみひこうきは、鳥とりの形かたち。

　目めも口くちもかいてあって、

　はねに、「るんるん」と書かいてある。

「〝るんるんひこうき〟、とべ！」

　サーハは、じぶんもとびあがって、とばした。
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　るんるんひこうきは、ふわっととんで、

　くるくるかいてんしながら、すとんとおちた。

「〝くるくるひこうき〟だな！」

　と、ゲンゲンに言いわれた。

　つぎは、ラック。

「ぼくのは、〝つばめがえし〟だよ。

　どうやっても、もどっちゃうんだ！」

　ラックは、紙かみひこうきを、

　ひょいととばした。
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　つばめがえしは、上うえにとんで、

　くるりと、わをえがき、ラックのところに、

　すーっと、もどってきて、すとんとおちた。

「ブーメランみたいね」

「うん。何なん回かいやっても、もどるんだよ」

　と、ラック。

　みんな、くすくすわらってしまった。

「ラック、すごいね。

　そんなの作つくろうと思おもっても、作つくれないよ」

　クークは、かんしんしてしまった。

「えへへ」
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　ラックは、てれくさそう。

「ラック、後あとで、その作つくり方かたを教おしえて！」

　クークも、ラックの紙かみひこうきを

　作つくってみたくなった。

「うん、いいよ」

　つぎは、クーク。

「ぼくのは、コンドルだよ」

　クークが、何なん回かいもいろんな、おり方かたをして、

　ついにできあがった紙かみひこうき〝コンドル〟。

　ぜんたいは、すらりと細ほそ長ながく、先さきのほうには目めがかいてある。

「すごくとびそうね」

「うん、とぶよ」

　クークが、空そらにむけて、いきおいをつけて、

　紙かみひこうきをとばすと、風かぜにのったみたいに、まっすぐとんだ。

　それから、ゆっくりと下さがり、すうーっと、おちた。

「クークのが、一いち番ばん遠とおくまで、とんだ」

　と、ラックがさけんだ。
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「クークには、まけないぞ」

　ゲンゲンは、紙かみひこうきを空そらにかざした。

「おれのは、〝ゲンスペひこうき〟」

「それって、ゲンゲンとスペシャルくっつけた？」

「まあな、かっこいいだろ」

　紙かみひこうきには、にぎやかなもようがいっぱい。

　ゲンゲンは、力ちからを入いれて、思おもいきりとばした。
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「行いけ！」

　ゲンゲンの紙かみひこうきは、上うえにとんで、

　ゆっくり、ゆらゆら、ゆらゆらすとん！

「クークの、ゆうしょう！」

　と、ラックの大おおきな声こえ。

「おれ、とばし方かた、しっぱいした！

　もう一いっ回かい、やろうぜ」

　ゲンゲンは、くやしがった。

　また、みんなでとばして、こんどはゲンゲンがゆうしょう。

　何なん回かいかやっているうちに、風かぜが出でてきた。

　風かぜは、じゃれるように、紙かみひこうきを

　空そらへまいあげ、上あげたり下さげたり。
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「風かぜがあると、おもしろいとび方かたするね」

「紙かみひこうきが、風かぜとあそんでるみたい」

　いつのまにか、大たい会かいはそっちのけ。

　みんな、かってにとばしはじめた。

　ゲンゲンは、木きにのぼって、

「とべ！」

　紙かみひこうきは、すーっと上あがり、気きもちよさそうにとんだ。

「うわぁ、かっこいい！」

　みんなも、まねをして、切きりかぶや、木きにのぼったりして、

　少すこしでも高たかいところからとばした。

　クークも、がんばって、木きにのぼり、父とうさんに教おしえてもらった

　紙かみひこうきを空そらにむけて、とばしてみた。
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　風かぜが、ひゅっと来きて、紙かみひこうきをさらっていくように、

　高たかく高たかくもちあげた。

　それから、紙かみひこうきは、ゆうゆうととびつづけ、

　野の原はらのおくに、とんでいってしまった。

　みんな、びっくりして、口くちをあけたまま。

「あんなにとぶの、はじめて見みたわ」

「父とうさんに教おしえてもらったんだ。

　すごくとぶって言いってたけど、

　ほんとにすごくとんで、行いっちゃった」

　ラックが、歌うたいだした。

「♪風かぜ～～、ぼくは紙かみひこうき～～♪」

　風かぜにながされて、くるくる回まわるダンスをはじめた。
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　そして、地じ面めんをはうようにおどって、ぱたっと、たおれた。

「ラック、どうしたの？」

「えへっ。ぼく、紙かみひこうきになって、

　今いま、すとんっておちたとこなの」




　そのころ、野の原はらでは、かやねずみのきょうだいが、

　家いえの前まえであそんでいた。

　そこへ、紙かみひこうきがとんできて、すとんとおちた。
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「うわっ、何なにか来きたよ」

　みんな、おそるおそる近ちかづいてみた。

「これ、紙かみでできてる」

「紙かみひこうき！　空そらからとんできたんだ」

　父とうさんと母かあさんも、家いえから出でてきて、びっくり。

「空そらから、とんできたんだって」

　と、一いち番ばん小ちいさなももちゃんが、うれしそうに言いった。

「お母かあちゃん、ここにおいといてもいい？」

「いいわよ。よくとんできたわねぇ」
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　その夜よ。

　みんな、ねてしまったけれど、

　ももちゃんだけは、そっとおきてきた。

「紙かみひこうき、どうしてるかな」

　げんかんのドアをあけて、外そとに出でてみた。
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「よかった。ちゃんといる。

　あなた、紙かみひこうきって言いうのね。

　はじめまして。

　どこから、来きたの？

　鳥とりみたいにとべるの？

　もし、そうなら、とんでいるところ、見みたいな。

　わたしが、紙かみみたいに、かるかったら、

　あなたにのって、空そらとべたのに。

　そうしたら、どんなにすてきだろう。

　でも、わたし、いくら小ちいさくても、

　あなたより重おもいんだから……むりね」

　ねむくなったももちゃんは、家いえにもどると、ふとんに入はいった。

　それから、

　雨あめが、ふりだした。とても強つよい雨あめ。

　朝あさになって、雨あめはあがったけれど、

　まっ先さきにおきた、ももちゃんの、

「キャーッ」

　というひめいに、みんながびっくりして、

　とびおきてきた。

　ももちゃんが、なきだした。
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「紙かみひこうき、びしょびしょ。ぺっしゃんこ」

「もも、しかたないよ」

「もも、小ちいさい紙かみひこうきなら、作つくってあげるよ」

　姉ねえさんや、兄にいさんがなぐさめた。

　ももちゃんは、なきながら、

「この紙かみひこうき、とんでるところ見みたかったの。

　みんなでね、がんばれば、とばせると思おもったのーっ」

　しばらくして、ももちゃんはきめた。
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「わたし、紙かみひこうき作つくっただれかをさがすの。

　そして、もう一いっ回かい作つくってもらうの」

　そっと、家いえをとびだした。

　でも、ももちゃんは、あまりにも小ちいさすぎて、

　森もりは、あまりにも、広ひろすぎた。

　家いえから、ずいぶんとはなれてしまい、道みちがわからない。

「ひとりで、出でかけちゃだめよ」

　と、母かあさんに言いわれていたのを思おもいだした。

「どっちに行いけば、いいのかな」

　こんな日ひにかぎって、だれにも会あわない。

　かれえだが、走はしるももちゃんのじゃまをするように、

　あっちにも、こっちにも、よこたわっている。

　なんども足あしが引ひっかかりそうになった。

　ももちゃんは、立たちどまって耳みみをすました。

　森もりの音おとを聞きこうとした。

　しーん。
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　おち葉ばの、カサカサというおしゃべりも、聞きこえない。

　風かぜが、木この葉はをゆらす音おとも、聞きこえない。

「わたし、ひとり？」

　しずけさが、きゅうにこわくなった。

　見みなれた木きや葉はっぱも、

　口くちをあけて、おそいかかってくるような気きがしてきた。
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「そうだ、『森もりのキッチン』に行いってみよう。

　森もりじゅうのみんなが行いくんだもの。

　クーク兄にいちゃんの家いえのレストランだもの。

　クーク兄にいちゃんに会あえば、わかるかな」

　ももちゃんは、とにかく走はしれば、

　レストランにつくような気きがした。

　走はしって走はしって……、どん！

　何なにかにはねとばされて、

　ころころっと、ころがった。
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「ごめん、だいじょうぶ？

　あれ？　ももちゃん？」

　クークだ。

　りょう手てに、ももちゃんを、そっとのせた。

「クーク兄にいちゃん……」

　ももちゃんの目めから、大おおつぶのなみだ。

　ももちゃんは、今いままでのことを、

　いっしょうけんめい話はなした。
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「えーっ、ぼくの紙かみひこうきが、

　ももちゃんのところまで、

　とんでいったんだ！

　すごいや」

　クークは、びっくり。

「ももちゃんは、あの紙かみひこうき、

　気きに入いってくれたんだね。うれしいな」

　ももちゃんは、うんうんと、大おおきくうなずいた。

「だいじょうぶ。ぼくが、また、作つくってあげるよ」

　ももちゃんを手てにのせたまま、

　自じ分ぶんの部へ屋やに行いくと、さっそく、

　紙かみひこうきを作つくった。

　ももちゃんは、目めをきらきらさせて見みている。
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「いいな。わたし、この紙かみひこうきにのって、

　空そらとんでみたいな。

　紙かみひこうきの上うえから、森もりを見みるの。

　お父とうちゃんやお母かあちゃん、

　兄にいちゃんや姉ねえちゃんに、

　手てをふるの。

　そうしたら、みんな、びっくりするね。

　でもね、むりなの。紙かみなんだもの。

　わたしのほうが重おもいの」

「そうだ、いいこと思おもいついた」

　クークは、小ちいさな紙かみに絵えをかいて、

　はさみで切きりぬいた。

　それを、紙かみひこうきのまん中なかに、

　のりで、しっかりとつけた。

「あっ。これ、わたし？」

「そう。ももちゃんが、ちゃんとのってるんだよ。

　それから、ももちゃんのゆめものってる」

　庭にわで、紙かみひこうきをとばした。

　空そらにむかって、よくとんだ。
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「うれしいな。

　紙かみのわたしが、いっしょにとんでる」

　クークは、部へ屋やにもどると、

　紙かみを切きって、小ちいさな紙かみをたくさん作つくった。
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　クークから見みたら、紙かみふぶきみたいな紙かみ。

「ももちゃんが、紙かみひこうき作つくれるように、

　この紙かみ、あげるね。おり方かたも、教おしえてあげる」

　ももちゃんは、いっしょうけんめい、おり方かたを

　教おしえてもらうと、すっかりつかれてしまった。

「クーク兄にいちゃん、ねむたい」

「お昼ひるねしようか」

　クークと、ももちゃんは、

　それから、ぐっすりお昼ひるね。

　夕ゆう方がたになっても、まだお昼ひるね。
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　そのころ、ももちゃんの家いえでは大おおさわぎ。

　ももちゃんがいないと気きがついて、

　森もりじゅうのねずみや、もぐらたちに、

　れんらくが行いって、あっちでも、こっちでも、

　さがしはじめていた。

　こんな時ときの、森もりのれんらくは、とてもはやい。

　あっという間まに、森もりじゅうに広ひろまった。

　森もりをぬけた、とり沼ぬまにすんでいる、ねずみたちにも、

　ハンノキ林ばやしのねずみたちにも、つぎからつぎへと、

　声こえを出だし合あい、リレーのようにつながっていった。

　それは、きつねやうさぎ、そして、

　クークの父とうさんと母かあさんの耳みみにも入はいった。

「ももちゃん、あなにでもおちたら、

　自じ分ぶんじゃ、上あがれないし、

　川かわにながされたら、見みつけられないわ」

「早はやく、さがしに行いこう」
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「そうだわ、クークにも知しらせなきゃ」

　母かあさんが、クークの部へ屋やのドアをあけると、

　ぐっすりねている。

　クークのうでの間あいだに、ももちゃんがいたけれど、

　小ちいさすぎて、母かあさんは、気きがつかなかった。

　よんでも、おきない。
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　母かあさんは、とても急いそいでいたので、

　クークをおこすのはあきらめて、

　父とうさんと、ももちゃんをさがしに出でかけた。

　しばらくして、ようやく、

　クークとももちゃんは、目めをさました。

「あれ、もう夕ゆう方がた。

　ももちゃん、おなかすいたね」

　だいどころに行いった。

「父とうさんも母かあさんも、まだ、レストランだね。

　ももちゃん、何なにか、食たべよう」

　クークは、テーブルの上うえにあった

　クッキーを食たべることにした。
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「おいしい」

「うん。ぼく、大だいすきなんだ」

「わたしも、大だいすき」

　のんびり食たべていると、父とうさんと母かあさんが帰かえってきた。

「見みつからないなあ」

「しんぱいねぇ」

「くらくなったら、もっと、見みつかりにくいし」

「父とうさん、だれかさがしてるの？」

「ももちゃんだよ。森もりじゅうのみんなが、

　さがしてるんだけど、見みつからないんだ」

「クーク、ももちゃんに会あわなかった？」

「あっ、会あったよ」
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　クークは、たいへんなことになっていることに、

　やっと気きがついた。

「まあ、どこにいるか知しってる？」

「う、うん」

「あ、あのう、わたし……」
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「ももちゃん！」

　父とうさんも母かあさんも、びっくりするやら、

　ほっとするやら。

　いそいで、ももちゃんをつれて、家いえにむかった。

　森もりのれんらくで、つぎからつぎへと、

　ぶじ、ももちゃんが見みつかったことがつたえられた。

　ももちゃんのかぞくは、ひとあんしん。

　かやねずみの母かあさんは、ももちゃんを見みると、

　かけよって、ぎゅっとだきしめた。
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「もも、よかった」

「お母かあちゃん、だまって出でかけて、ごめんなさい」

　その夜よ。

　クークは、部へ屋やのまどから月つきをながめた。

「ねえ、お月つきさま。きのうの夜よるは、お月つきさまに会あえなかったでしょ。

　だから、教おしえてあげるね。

　きのう、ぼくたち、紙かみひこうきであそんだの。
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　でも、つづきがあったんだ。

『紙かみひこうきあそび』のつづきだよ。

　今日きょうね、ももちゃんがいないって、

　みんなが、さがしたんだって。

　それは、紙かみひこうきが、きっかけなんだけどね。

　でも、ももちゃんは、ずっとぼくといっしょにいたの。

　あのね、ちょっとしたことが、

　ちょっとしたことにつながって、

　それが、大おおきなことにつながったんだ。

　それは、どういうことかというとね。

　いろんなことは、つながってるってことなんだ。

　ちょっとしたことが、うれしいことにつながったり、

　こまったことに、つながったりするんだよ。
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　それはさ、明日あした、何なにがあるか、わかんないのに、

　わかんないことに、つながってるってことだよ。

　……なんだかすごいね」

　月つきは、きれいなまんまる。

「お月つきさま、ぼく大おおきくなったら、

　お月つきさまに、会あいに行いきたいな。

　そしてね、やっぱり、お月つきさまの前まえで、

　紙かみひこうき、とばしたいな。

　もしも、もしもだよ。

　ぼくが、うちゅうひこうしになったら、

　今日きょうのこと、ぜったいに思おもいだすよ。

　だってね……」

　クークは、目めをつむって頭あたまの中なかで、

　紙かみひこうきを、おりはじめた。

　ひとおり、ひとおり、ていねいにおると、

　心こころをこめて、えいっととばした。

　そして、目めをあけると言いった。

「お月つきさまにむかって、今いま、紙かみひこうき、とばしたよ。

　ぼくが、うちゅうひこうしになるまで、

　ずっと、とびつづけているからね」
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　クークの紙かみひこうきが、月つきにむかって、

　ゆっくり、とびはじめた。




　夜よ空ぞらは、すきとおるような、ふかいあい色いろ。

　秋あきの風かぜがつくる、すんだ空くう気きは、

　森もりじゅうを、つつみこんでいた。
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